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学校法人 獨協学園のルーツ

初代校長：西 周

哲学の父

第２代校長：桂 太郎

内閣総理大臣

第３代校長：加藤弘之

東京帝国大学・初代総長

獨逸学協会学校（旧制獨協中学校）（1883年開校）



• 金杉英五郎（東京慈恵会医科大学初代学長）
• わが国に耳鼻咽喉科という専門領域を創設

• 第７代校長

• 額田 豊（東邦大学初代学長）
• 帝国女子医学専門学校（現・東邦大学医学部）を創設

• 第１１代校長

• 水原秋桜子(水原 豊) 
• 昭和医学専門学校（現・昭和大学）の初代産婦人科教授

• 「馬酔木」を主宰した俳人
礎はゆるがず

雲雀あがりけり
秋桜子

医学の獨協



獨協医科大学開学（1973年）



建学の精神「学問を通じての人間形成」

• 建学の理念

• 人間性豊かな医師及び看護職者の育成

• 能力の啓発に重点を置く教育方針

• 地域社会の医療センターとしての役割の遂行

• 国際的交流に基づく医学・看護学研究

• 教育理念（医学部）

• 患者及びその家族、医療関係者をはじめ、広く社会一般の人々から信頼される

医師の育成。

獨協医科大学 建学の精神・医学部教育理念



2026年度より
真新しい教室で学
んでいます

獨協医科大学は2023年、創立50周年を迎えました



自然豊かな勉学環境
キャンパスには木々や花が美しく配置され、四季の移り変わりを楽しむことができ、

建物も機能的に配備されています。

春

夏

秋

冬



医師としてのプロフェッショナリズム
• 幅広い教養、利他の精神、医師に求められる品格を身につけ、豊かな人間性を育み、他の医療

者と協調して、多様な価値観を尊重する全人的な医療を実践できる

能動的学修能力
• 医学知識・技能を主体的に学び、情報・科学技術を活用して、生涯にわたって自ら問題を発見

し、解決することができる

地域医療の理解
• 地域社会における医療の役割と、その中核を担う意味を理解できる

国際性
• 国際社会における医学・医療の動向や課題を理解し、課題解決に向けて行動することができる

リサーチマインド
• 研究活動における積極的な創造・発信に挑み、医学・医療の進歩に貢献することができる

5つのディプロマポリシー：卒業認定の方針
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3年生、4年生にはブロック制講義を行っている



入学後６年間のスケジュール

・各科目試験で60点以上であること
・全科目試験の平均が65点以上であること
・2年次、3年次、4年次、5年次の総合試験に合格すること
・公的試験であるOSCE、CBTに合格すること

・6年次の卒業試験に合格すること

・真摯な姿勢で各科目実習、診療参加型臨床実習に臨み、
合格と評価されること

進 級 要 件

入学

1年次 2年次 3年次 4年次 5年次 6年次

OSCE 医師国家試験

基本医学 基礎医学 臨床医学 社会医学 診療参加型臨床実習

医学研究実習 医学研究実習

CBT

総合試験 総合試験 総合試験 卒業試験総合試験



JACMEの国際認証評価（認定2023.10.1）
・能動的学修の推進
・診療参加型臨床実習の充実
・リサーチ・マインドの涵養

共用試験CBT, OSCE公的化
・診療参加型臨床実習の要件

新医学教育モデル・コア・カリキュラム
患者・生活者を総合的にみる視点
プロフェッショナリズム
リサーチマインド、IT活用

・R6年度～：本格運用
・20年後30年後を見据えたカリキュラム



能動的学修能力の涵養

• 事前学修教材の充実

• 双方向授業

• 反転授業

• プレゼンテーション

• PBL (Problem-Based Learning)

• TBL (Team-Based Learning)



医師としてのプロフェッショナリズム
• 幅広い教養、利他の精神、医師に求められる品格を身につけ、豊かな人間性を育み、他の医療

者と協調して、多様な価値観を尊重する全人的な医療を実践できる

能動的学修能力
• 医学知識・技能を主体的に学び、情報・科学技術を活用して、生涯にわたって自ら問題を発見

し、解決することができる

地域医療の理解
• 地域社会における医療の役割と、その中核を担う意味を理解できる

国際性
• 国際社会における医学・医療の動向や課題を理解し、課題解決に向けて行動することができる

リサーチマインド
• 研究活動における積極的な創造・発信に挑み、医学・医療の進歩に貢献することができる

ディプロマポリシー：卒業認定の方針



医師としてのプロフェッショナリズムを段階的に学ぶ





白衣式 2025.1.11 参加者
学生：106名、父母：133名、教員：30名



医師としてのプロフェッショナリズム
• 幅広い教養、利他の精神、医師に求められる品格を身につけ、豊かな人間性を育み、他の医療

者と協調して、多様な価値観を尊重する全人的な医療を実践できる

能動的学修能力
• 医学知識・技能を主体的に学び、情報・科学技術を活用して、生涯にわたって自ら問題を発見

し、解決することができる

地域医療の理解
• 地域社会における医療の役割と、その中核を担う意味を理解できる

国際性
• 国際社会における医学・医療の動向や課題を理解し、課題解決に向けて行動することができる

リサーチマインド
• 研究活動における積極的な創造・発信に挑み、医学・医療の進歩に貢献することができる

ディプロマポリシー：卒業認定の方針
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獨協医科大学の位置と栃木県の医師分布







医師としてのプロフェッショナリズム
• 幅広い教養、利他の精神、医師に求められる品格を身につけ、豊かな人間性を育み、他の医療

者と協調して、多様な価値観を尊重する全人的な医療を実践できる

能動的学修能力
• 医学知識・技能を主体的に学び、情報・科学技術を活用して、生涯にわたって自ら問題を発見

し、解決することができる

地域医療の理解
• 地域社会における医療の役割と、その中核を担う意味を理解できる

国際性
• 国際社会における医学・医療の動向や課題を理解し、課題解決に向けて行動することができる

リサーチマインド
• 研究活動における積極的な創造・発信に挑み、医学・医療の進歩に貢献することができる

ディプロマポリシー：卒業認定の方針
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医学研究実習（12週間）



医学研究実習



第１学年
• コミュニティヘルスインターンシップ(CHI) (地域医療早期体験実習) （1週）
• 早期臨床体験実習（2日間）
• 外科入門（2日間）

第３学年
• アドハン゙スドコミュニティヘルスインターンシップ(ACHI) （1週）

第４学年
• 地域保健実習（1週）
• 臨床基本実習（3週）

第５学年
• 診療参加型臨床実習Clinical Clerkship (CC)（60週）
(うち基幹診療科実習（内科系2週、外科系2週）)

第６学年
• 診療参加型臨床実習Advanced Clinical Clerkship (ACC)（12週）

合計79週

充実した臨床実習



診療参加型臨床実習＜外科系プログラム＞

• 動画教材

• 手洗い・ガウンテクニック・縫合ほか

• ルーブリック評価

• 基幹診療科：外科系共通評価表

• 個別診療科：診療科別評価表

• 双方向フィードバック

• 教員 → 学生

• 学生 → 教員



• パフォーマンス評価

• 事前学習（能動的学修）

• 双方向のフィードバック

• 学生の自己評価

きめ細やかな
ルーブリック評価



医師としてのプロフェッショナリズム
• 幅広い教養、利他の精神、医師に求められる品格を身につけ、豊かな人間性を育み、他の医療

者と協調して、多様な価値観を尊重する全人的な医療を実践できる

能動的学修能力
• 医学知識・技能を主体的に学び、情報・科学技術を活用して、生涯にわたって自ら問題を発見

し、解決することができる

地域医療の理解
• 地域社会における医療の役割と、その中核を担う意味を理解できる

国際性
• 国際社会における医学・医療の動向や課題を理解し、課題解決に向けて行動することができる

リサーチマインド
• 研究活動における積極的な創造・発信に挑み、医学・医療の進歩に貢献することができる

ディプロマポリシー：卒業認定の方針



• 第３/４ 学年（OTP：Overseas Training Programs）(2週間）
• フィリピン（5名）

• 国立フィリピン大学、フィリピン保健省

• サント・トマス大学

• 第５学年（OTP：Overseas Training Programs）(2週間）
• ドイツ（8名）

• ミュンスター大学

• レーゲンスブルク大学

• 第６学年（ACC：Advanced Clinical Clerkship）(4週間）
• ドイツ（数名）

• ミュンスター大学（2名）

大学が費用負担（1/2程度）

海外研修プログラム



City of Hope（がん拠点病院）

臨床技能演習＠ミュンスター大学シミュレーションセンター

レーゲンスブルグ大学病院で多職種連携実践

国立フィリピン大学学生と地域診療実習・実践



• 学生の代表が含まれる委員会

• 教育企画委員会

• カリキュラム委員会

• 教育プログラム評価委員会

• 学生生活委員会

学生の意見を教員にフィードバックし、教育の質向上を図るために・・・

教育への学生の参加



• アイスホッケー部
• アメリカンフットボール部
• 空手道部
• 水泳部
• 競技スキー部
• ソフトテニス部
• 剣道部
• バスケットボール部
• 硬式テニス部
• バレーボール部

• 硬式野球部
• バドミントン部
• ゴルフ部
• ラグビー部
• サッカー部
• 陸上競技部
• 準硬式野球部
• 柔道部
• 卓球部

課外活動（体育会 19）



体育会活動



課外活動（文化会 15、愛好会 7）

• 管弦楽部
• 合唱部
• 軽音楽部
• 美術部
• 写真部
• 茶道部
• 保健ボランティア部
• 書道部
• テーブルゲーム部
• 競技かるた部
• 診断戦略部

• ME
(Medical Engineering Club)

• ESS
(English Speaking Society)

• Street Dance Association
• DiMSA

(Dokkyo international 
Federation of Medical 
Student's Associations)

東洋医学研究会

合氣道愛好会

スポーツ愛好会

欅文庫同好会

自然科学同好会

お笑い研究会HK

小児サークル



文化会活動



学園祭（獨医祭）



能動的学修を支える学修環境



医学部

看護学部

病院

Hospital Inn
獨協医科大学

研修医宿舎

医学部女子学生寮

看護学部女子学生寮

宇都宮市街 敷地面積：358,000m2

東京ドーム7個分

ヘリポート

臨床系研究室

基礎系研究室



医学部女子学生寮 敷地内ホテル

創立30周年記念館（アリーナ） 研修会議等（ゆうがお）



３つの病院
全国でも最大規模の病院群を有する（総ベッド数：2,322床）

大学病院(1,195床)
埼玉医療センター（928床）

日光医療センター(199床)



教卓側から 学生側から

大教室



PC教室 シミュレーションルーム



図書館のご紹介



欅ラウンジ

共創エリア



大判プリンタ 3Dプリンタ

プリンタ

大型ディスプレイ PC

作業用テーブル

室内の機器・設備

クリエーションルーム

グループ学修室
スクリーン

ラーニングコモンズ





医学部

教員１人あたりの学生数：0.70人

女性教員比率：25.30％

令和7年5月1日現在（単位：人）

計助教講師准教授教授副学長学長

計女男女男女男女男女男女男女男

514－1301学長・副学長

1,06727079721145539127131127103

－

医学部

40291183929135看護学部

44000201010助産学専攻科

32849279122272171019104

－

大学院
教員

上記本務
教員の
うち

（再掲）

18657129521125130400
学外派遣

（休職者含）

93633010101外国人

教員



• 勉学・学生生活全般に関する相談・指導
• 第１学年20名 統括1名、担任14名、副担任5名
• 第２学年10名
• 第３学年10名
• 第４学年 4名
• 第５学年 4名
• 第６学年 4名

• 医学部学生支援相談窓口を設置
• 修学や進路その他日常抱える悩みや困りごとについての相談
• 学年担任・副担任・教員・保健センター・学生サポーターなどが対応

国家試験サポート委員会
• 委員・教員・学生の連携でサポート

学年担任制



新卒
対象：R7 (2025) 年度卒業者

ストレート卒業・国試合格
対象：R2 (2020) 年度入学者

入試種別
率国試合格対象人数率

ストレート
卒業

国試合格者
対象人数

（入学時人数）

91.3%212382.6%1923指定校推薦

100.0%9980.0%810公募推薦

92.9%131473.3%1115センター利用

92.5%495375.9%4458一般

100.0%9990.0%910栃木県地域枠

100.0%4475.0%34総合型（旧 AO）

93.8%10511278.3%94120全体

第120回医師国家試験
6年間で卒業しそのまま国試合格 卒業しそのまま国試合格



獨協医科大学医学部卒業生の実績
卒業生アンケート

対象：1～15回生（卒業年1979-1993年） 385名・回答率27.9％

1979年 1993年

卒後29～43年



• 医学を学ぶ強い意志を持っている人

• 医学を学ぶ上で必要な基礎学力を有し、計画性を持って学習に臨み、自ら問題

を解決する能力のある人

• 理性と常識を備え、社会に貢献する意欲のある人

• 協調性とコミュニケーション能力を持ち、他者の立場になって物事を考え行動

できる人

• 国際的視野を持って医学を志す人

アドミッション・ポリシー：求める入学生像
本学の建学の精神、医学部教育理念、ディプロマ・ポリシー及びカリキュラム・ポリシーに基づいて教育を
行うため、次のような基本的な素養を満遍なく備える人を入学生として求めます。



皆様の入学を心からお待ちしています。


